
平
成
29
年
度
事
業
計
画
メ
イ
ン
テ
ー
マ

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

【
重
点
目
標
】

老
人
ク
ラ
ブ「
一
万
人
会
員
増
強
運
動
」の
推
進（
H
26
～
30
年
度
）

　

全
国
的
に
推
進
し
て
い
る
会
員
増
強
運
動
で
す
。本
県
で
は
４

年
目
と
な
り
ま
し
た
。現
状
を
踏
ま
え
て
次
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
26
～
28
年
度
の
結
果
は
４
頁
参
照
）

①
市
町
村
老
連
と
の
協
議
の
場
づ
く
り

②
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

③
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止

　

…�

特
に
、女
性
リ
ー
ダ
ー
が
役
割
を
担
い
、ク
ラ
ブ
の
解
散
を

防
ぐ

④
単
位
ク
ラ
ブ
は
純
増
を
め
ざ
す

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
新
体
制
決
ま
る

　

６
月
14
日（
水
）、県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、定
時
評
議
員

会
を
開
催
し
、平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
て
か
ら

初
め
て
と
な
る
任
期
満
了
に
よ
る
評
議
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し

た
。同
じ
く
、任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、同
日
に
理
事
会
を
開
催
し
、会
長
、副
会
長
、常
務
理
事

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、評
議
員
の
任
期
は
約
４
年
、役
員
の
任
期
は
約
２
年
と

な
り
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

い き い き ク ラ ブ 青 森
当連合会ホームページ http://ikiikicluba.sakura.ne.jp もご覧ください

みんなで仲間をふやそう！

第 145  号
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評
議
員
会

収入支出

収入
基本財産利息収入
8

分担金収入
6,860

事業収入
809

補助金等収入
10,431

雑収入
538

収入合計 19,213千円

基本財産基金取崩収入
567

支出

事業費支出
17,743

管理費支出
1,560

負担金支出
619

特定資産取得支出
123

支出合計 20,045千円

基本財産利息収入
9

収入合計 24,956千円

分担金収入
6,860

事業収入
1,120

補助金等
収入
12,150

雑収入
729

基本財産
基金取崩収入
4,088

特定資産取得支出
125

負担金支出
613

事業費支出
22,375

管理費支出
1,843

支出合計 24,956千円

平
成
29
年
度
収
支
予
算
書

平
成
28
年
度
決
算
報
告

単位：千円

　

天
内　

勇

青
森
市

浪
岡
地
区

新
任

　

西
城　

毅

三
沢
市

再
任

　

工
藤　

勇
一

つ
が
る
市

〃

　

佐
藤　

順
一

平
川
市

〃

　

奥
山　

茂

平
内
町

〃

　

大
谷　

淳
一

外
ヶ
浜
町

新
任

　

松
本　

忠

今
別
町

再
任

　

小
野　

慶
治

蓬
田
村

〃

　

平
岡　

歳
政

鰺
ヶ
沢
町

新
任

　

草
野　

力
丸

深
浦
町

再
任

　

澤
田　

美
一

西
目
屋
村

〃

　

木
村　

美
智
子

藤
崎
町

新
任

　

岩
﨑　

さ
つ

大
鰐
町

再
任

　

岩
間　

茂
廣

田
舎
館
村

〃

　

今　

正
治

板
柳
町

〃

　

中
村　

盛
江

中
泊
町

〃

　

乙
部　

靖
弘

七
戸
町

〃

　

佐
藤　

譲

六
戸
町

〃

　

中
岫　

良
次

横
浜
町

〃

　

佐
々
木　

公
明

お
い
ら
せ
町

〃

　

種
市　

秋
光

六
ヶ
所
村

新
任

　

蛯
子　

研
三

大
間
町

〃

　

相
内　

亀

東
通
村

再
任

　

皆
野　

俊
雄

風
間
浦
村

〃

　

松
谷　

幸
一

佐
井
村

〃

　

山
下　

正
一

三
戸
町

新
任

　

三
浦　

順
平

五
戸
町

再
任

　

矢
守　

勇

田
子
町

〃

　

五
十
嵐　

久
一

南
部
町

〃

　

堰
合　

勝
美

階
上
町

新
任

　

岡
田　

束
志

新
郷
村

再
任

県
老
連
役
員　
　

11
名

県
老
連
評
議
員　
　

31
名

会　

長　

松
﨑　

徹

八
戸
市

再
任

副
会
長　

木
村　

留
次
郎

弘
前
市

〃

　

〃　
　

齋
藤　

昇
一

青
森
市

新
任

　

〃　
　

上
山　

キ
エ

県
老
連

女
性
部
長

再
任

理　

事　

佐
々
木　

一
吉

十
和
田
市

〃

　

〃　
　

折
舘　

博

む
つ
市

〃

　

〃　
　

乗
田　

勝
雄

鶴
田
町

〃

常
務
理
事　

西
澤　

正
規

県
老
連

事
務
局

〃

監　

事　

今
田　

健
藏

平
内
町

〃

　

〃　
　

舘
山　

新
一

藤
崎
町

新
任

　

〃　
　

前
田　

覚

県
老
人
福
祉

協
会
事
務
局
長

再
任
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全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　

当
連
合
会
の
監
事
と

し
て
、平
成
21
年
か
ら
８

年
に
わ
た
り
、会
の
運
営

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、浪
岡
地
区
老
連
会

長
と
し
て
、県
老
連
主

催
の
高
齢
者
相
互
支
援
推
進
事
業
を
地
元
で
数
回

開
催
し
た
り
、芸
能
発
表
大
会
に
も
多
く
の
会
員
を

参
加
さ
せ
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
努
め
て
き
ま
し

た
。最
近
で
は
会
員
増
強
運
動
に
力
を
入
れ
、昨
年

度
は
10
人
の
会
員
増
と
な
り
ま
し
た
。現
在
は
地
区

老
連
理
事
と
し
て
、会
の
運
営
に
携
わ
り
、老
人
ク

ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

町
老
連
会
長
と
し
て
、

会
の
運
営
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。町
老
連
の
事

務
局
強
化
を
図
る
た
め
、

役
員
、会
員
で
自
主
運
営

し
て
き
ま
し
た
。特
に
、

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
誌「
白
寿
」は
、全
会
員

（
約
１
，５
０
０
名
）に
配
布
し
、会
員
へ
の
行
事
周

知
や
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
全
会
員
の
一
体
感

を
深
め
て
き
ま
し
た
。ま
た
、県
内
唯
一
の
若
手
委

員
会
を
設
置
し
、町
老
連
の
運
営
や
、老
人
ク
ラ
ブ

の
課
題
な
ど
若
手
の
目
線
で
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、

会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。平
成
27
年
度

に
は
、３
つ
の
新
設
ク
ラ
ブ
、１
０
０
名
強
の
新
規

会
員
加
入
な
ど
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、顧
問
と
し
て
老
人
ク

ラ
ブ
の
育
成
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

奉
仕
部
、
体
育
部
、

文
化
部
、
女
性
部
と
部

会
を
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
会
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
毎
月
第
２
・
第

４
日
曜
日
に
「
茜
寿
会

の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
日
」

を
開
催
、
麻
雀
や
囲
碁
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
料
理
教

室
な
ど
を
実
施
し
、
会
員
の
生
き
が
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
墓
地
公
園
の
清
掃
活
動
、
地
域
の
小
学
校
へ

の
雑
巾
の
寄
贈
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
老
人
ク
ラ
ブ

広
報
「
茜
寿
会
だ
よ
り
」
を
月
１
回
発
行
し
、
活
動

状
況
を
広
く
周
知
す
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

根
岸
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
八
戸
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
者　

杉
本　

達
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
数　

４
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
数　

２
５
９
名

　

平
成
26
年
か
ら
３
年
間
の
会
員
増
強
運
動
で
35

名
の
会
員
を
増
や
し
ま
し
た
。
地
区
会
長
を
頂
点

に
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
会
員
増
強
運
動
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
老
連
事
務
局
が
役
員
会

（
年
10
回
）
を
行
い
、
会
員
増
強
運
動
を
率
先
的
に

す
す
め
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
と
し
て
は
、

　

①�

勧
誘
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
町
内
会
を
通
し
て

配
布
。

　

②�

趣
味
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ま
た
研
修
旅
行
へ
の

参
加
促
進
。

　

③�

交
通
安
全
教
室
や
健
康
教
室
、
体
力
測
定
教

室
へ
の
参
加
促
進
。

　

④
単
位
ク
ラ
ブ
で
の
食
事
会
へ
の
参
加
促
進
。

と
、
行
事
が
あ
る
毎
に
未
加
入
者
に
声
か
け
し
、
参

加
し
て
も
ら
い
加
入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
会
と
連
携
し
、
趣
味
活
動
に
特
に
男
性

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
加
入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
連
帯
で
会
員
増
強
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

全
国
三
大
運
動
「
健

康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

を
中
心
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

の
開
催
な
ど
、
会
員
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、４
地
区
を
中
心
に
清
掃
活
動
の
実
施
や
、

最
近
の
悪
質
商
法
に
対
す
る
対
処
法
や
交
通
安
全

講
話
な
ど
の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
会
員
交
流
研
修
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
交
流
研
修

会
な
ど
を
開
催
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
運
動
特
別
賞

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

山内　了介
（青森市浪岡地区）

髙木　尚
（藤崎町）

茜寿会
（南部町）

代表者　小坂　邦夫

五戸町老人クラブ
連合会

代表者　三浦　順平

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞
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会
員
増
強
運
動

　

平
成
26
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
会

員
増
強
運
動
の
３
年
間
の
取
り
組
み
結
果

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。
会
員
を
増
や

す
と
い
う
よ
り
は
、
現
状
維
持
す
ら
厳
し

い
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
存
続
が
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

５
町
村
老
連
で
は
、
会
員
が
増
え
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
会
長
、
役

員
、
事
務
局
が
率
先
し
て
、
非
会
員
へ
老

人
ク
ラ
ブ
事
業
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
加

入
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
口

コ
ミ
が
効
果
的
と
の
事
で
す
。
当
連
合
会

と
し
て
も
、
各
市
町
村
老
連
へ
の
活
動
費

の
助
成
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
帯
感
を
図

る
た
め
、
さ
ら
に
住
民
へ
の
活
動
周
知
の

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
及
び
の
ぼ
り
旗
の

貸
与
な
ど
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
関
係
者
の
総
力
を
結
集
し
て
組
織
基

盤
で
あ
る
会
員
増
強
運
動
に
向
け
て
、
よ

り
強
力
に
運
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

市町村名 単位老人クラブ 会員数（名）
平成25年（A） 平成29年（B） 増減（△）（B-A） 平成25年（C） 平成29年（D） 増減（△）（D-C）

青 森 市 173 158 △ 15 7,112 5,380 △ 1,732
浪 岡 地 区 30 26 △ 4 1,035 828 △ 207
弘 前 市 170 151 △ 19 6,351 5,045 △ 1,306
八 戸 市 167 160 △ 7 6,474 5,863 △ 611
十 和 田 市 60 57 △ 3 1,950 1,639 △ 311
三 沢 市 38 37 △ 1 1,218 1,050 △ 168
む つ 市 52 51 △ 1 2,017 1,778 △ 239
つ が る 市 103 99 △ 4 3,687 3,266 △ 421
平 川 市 63 60 △ 3 2,467 1,959 △ 508
平 内 町 34 34 0 893 859 △ 34
今 別 町 15 16 1 430 394 △ 36
蓬 田 村 8 8 0 349 283 △ 66
外 ヶ 浜 町 28 27 △ 1 727 556 △ 171
鰺 ヶ 沢 町 33 26 △ 7 1,034 767 △ 267
深 浦 町 23 20 △ 3 879 704 △ 175
西 目 屋 村 3 3 0 56 49 △ 7
藤 崎 町 38 41 3 1,528 1,496 △ 32
大 鰐 町 16 12 △ 4 369 243 △ 126
田 舎 館 村 24 21 △ 3 1,134 963 △ 171
板 柳 町 31 29 △ 2 1,149 1,020 △ 129
鶴 田 町 35 31 △ 4 1,209 987 △ 222
中 泊 町 48 48 0 1,601 1,304 △ 297
七 戸 町 26 25 △ 1 943 748 △ 195
六 戸 町 12 12 0 355 268 △ 87
横 浜 町 9 9 0 254 264 10
東 北 町 16 △ 16 352 △ 352
六 ヶ 所 村 18 18 0 831 705 △ 126
お い ら せ 町 20 19 △ 1 592 554 △ 38
大 間 町 10 10 0 198 207 9
東 通 村 13 13 0 281 280 △ 1
風 間 浦 村 4 4 0 54 71 17
佐 井 村 7 7 0 189 153 △ 36
三 戸 町 24 21 △ 3 868 662 △ 206
五 戸 町 16 17 1 402 423 21
田 子 町 11 11 0 321 290 △ 31
南 部 町 27 21 △ 6 979 766 △ 213
階 上 町 8 8 0 279 270 △ 9
新 郷 村 5 5 0 164 168 4
合 　 計 1,418 1,315 △ 103 50,731 42,262 △ 8,469

※クラブ数・会員数は、平成25年は平成26年3月31日現在の数と平成29年は平成29年4月1日現在の数を比較しています。

３
年
間
（
平
成
26
～
28
年
度
）
で

１
０
３
ク
ラ
ブ
減
、
会
員
約
８
５
０
０
名

の
減
少
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創
立
20
周
年
記
念
青
森
県
老
連

健
康
大
学
校
同
窓
会
の
開
催

八戸会場

三沢会場

開催日時 講座内容

９月21日

・講習「救命講習」
　講師　八戸消防署根城分遣所職員
・講義・実技「転倒予防体操」
　講師　介護予防運動指導員
　　　　小西池�郁子�氏

10月12日 ・実技「縄文土器」
・歴史探訪「縄文時代を感じる」

10月25日
・実技「レクリエーション」
　講師　青森県レクリエーション協会
　　　　会長�塩谷�彰宏�氏

11月10日

・実習「料理教室」
・実技「楽しく安全にウォーキング」
　講師　�NPO法人八戸ノルディックウォーク

倶楽部
　　　　理事長�菊池�孝成�氏

11月21日 ・施設・企業見学

12月７日
・グループ討議
　「卒業してからの活動について」
・学生希望講義

12月15日 ・老人クラブリーダーに期待する
・卒業式

開催日時 講座内容

10月11日

・講習「救命講習」
　講師　三沢消防署職員
・実習「料理教室」
　講師　dashi-factory雅�奥村�雅美�氏
・実習「絵てがみ作り」
　講師　齋藤�昇一�氏

11月８日

・講習「救命講習」
　講師　三沢消防署職員
・実習「料理教室」
　講師　dashi-factory雅�奥村�雅美�氏
・学生希望講義

12月１日 ・老人クラブとは
・卒業式

開催日時 講座内容�

７月７日
・入学式
・講義・実技「介護予防の健康体操」
　講師　元青森明の星短期大学
　　　　非常勤講師�加賀谷�幸子�氏

７月21日

・講義「お薬と賢く付き合いましょう」
　講師　青森県薬剤師会
　　　　会長�木村�隆次�氏
・講習「ほほえみ講習会」
　講師　青い森のほほえみプロデュース
　　　　推進協会

８月10日
・実技「カローリング」
　講師�さんのへスポーツクラブEnjoy
・実技「吹矢」
　講師　青森県スポーツ吹矢協会

８月22日

・講義「私と老人クラブ」
　講師　青森県老人クラブ連合会
　　　　会長�松﨑�徹
・講義「老人クラブの現状と課題」
・講義「八戸の歴史－南部氏系図と八戸城下絵図」
　講師　八戸歴史研究会
　　　　会長�三浦�忠司�氏

９月１日

・講義「�認知症になってもいきいきと暮らす
ために」

　講師　青森県立保健大学
　　　　教授�細川�満子�氏
・講義「高齢者を狙う悪徳商法最新情報」
　講師　青森県金融広報委員会

開催日時 講座内容�

７月11日
・入学式
・講義・実技「介護予防の健康体操」
　講師　元青森明の星短期大学
　　　　非常勤講師�加賀谷�幸子�氏

８月２日
・講義「お薬と賢く付き合いましょう」
　講師　青森県薬剤師会
　　　　会長�木村�隆次�氏
・講習「高齢者向けの体力測定」

９月６日

・講義・実技「�レクリエーション活動の学習
とその実技」

　講師　�日本レクリエーション協会認定
　　　　レクリエーションインストラクター
　　　　山道�敦子�氏
・講義「�認知症になってもいきいきと暮らす

ために」
　講師　青森県立保健大学
　　　　教授�細川�満子�氏

　

７
月
７
日
（
金
）
、
八
戸
市
総
合
福
祉
会
館
、

７
月
11
日
（
火
）
三
沢
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
第
22
期
青
森
県

老
連
健
康
福
祉
大
学
校
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
校
は
、
県
補
助
金
を
活
用
し
て
開
講

し
て
い
ま
す
。
県
か
ら
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
昨
年

度
ま
で
は
１
か
所
の
開
講
で
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
３
か
所
の
開
講
と
な
り
ま
し
た
。
開
講
場
所
は
、

八
戸
市
、
三
沢
市
、
鶴
田
町
と
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
活
動
を
通
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
及
び
地

域
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
開
講

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
卒
業
生
は
９
０
２
名
で
、

市
町
村
老
連
会
長
や
副
会
長
、
女
性
部
長
等
で
各

地
域
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
も
入
学
を
認
め
て
お
り
、

八
戸
会
場
は
42
名
、
三
沢
会
場
は
53
名
の
方
が
入

学
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
12
月
ま
で
、
八
戸
市

は
12
日
間
、
三
沢
市
は
６
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
介
護

予
防
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
救
命
講
習
な

ど
座
学
・
実
技
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
活
動
を
推
進
す
る
総
合
的
な
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
ま
す
。
（
講
座
内
容
は
下
記
参

照
）

　

な
お
、
鶴
田
町
の
開
講
は
11
月
か
ら
の
予
定

で
す
。

平
成
29
年
度
県
老
連
の
主
な
行
事

（
４
月
～
８
月
）

健
康
福
祉
大
学
校
開
講
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講義・実技「介護予防の健康体操」 誓いのことば
左 学生代表 糸坪 節子 氏

右 松﨑学長

講義「お薬と賢く付き合いましょう」

講習「ほほえみ講習会」

県高齢福祉保険課
課長代理 佐藤 孝之 氏
（三沢会場でも来賓）

講師 加賀谷 幸子 氏
（三沢会場でも講師）

講師 青い森のほほえみ
　　　    プロデュース推進協会

八戸市長代理
福祉部長 加賀 仁志 氏

八戸市社会福祉協議会
会長 田口 豊實 氏

八 戸 会 場 　 入 学 生 （ 4 2 名  全 員 八 戸 市 の 方 ）

岩 川 正 夫 金 田 國 男 工 藤 傳 吉 小 泉 正 機 櫻 田 　 宏

佐々木　利　明 佐々木　政　隆 白 澤 通 安 高 木 　 高 木 秀 夫

西 村 　 浩 橋 本 昇 一 古 戸 良 一 三 浦 　 清 向谷地　正　春

山 田 俊 彦 山 本 幸 夫 渡 辺 孝 平 赤 坂 サ エ 糸 坪 節 子

岩 澤 文 枝 大 川 京 子 大 橋 み さ 金 田 昭 子 氣　仙　れい子

清 水 敦 子 下 田 隆 子 下斗米　ミヨ子 関 下 リ ツ 武　田　ヤエ子

出 町 サ ツ 夏 坂 　 禎 橋　本　ノリ子 浜 垣 ソ ヨ 林 　 　 則 子

林野下　君　江 原 　 利 子 法霊崎　久　子 細 川 輝 子 前　田　美知子

村 田 厚 子 山 田 節 子

来 賓 祝 辞

第 145 号	 青　森　県　老　連	 （6）



講義・実技「介護予防の健康体操」誓いのことば
左 松﨑学長

右 学生代表 赤坂 博美 氏

講義「お薬と賢く付き合いましょう」

講習「高齢者向けの体力測定」

講師 木村 隆次 氏
（八戸会場でも講師）

三沢市長代理
副市長 米田 光一郎 氏

三沢市社会福祉協議会長代理
副会長 沼田 石 氏

松﨑学長

来 賓 祝 辞

式　辞

三 沢 会 場 　 入 学 生 （ 5 3 名  全 員 三 沢 市 の 方 ）

赤 坂 博 美 荒 井 　 宏 一 戸 　 博 小笠原　由　松 西 城 　 毅

中 野 幹 夫 野々宮　　　是 萩 原 信 昭 秋　山　久美子 阿　部　キミ子

阿 部 ヱ ツ 石 井 泰 子 蛯 名 和 子 遠 藤 髙 子 及　川　カツ子

大 森 和 子 大　森　スヅヱ 大 山 キ ワ 小笠原　サ　ナ 小田嶋　幸　子

小山田　ツ　サ 甲 地 ワ 力 門 上 弘 子 工 藤 サ ヨ 久　保　キヤ子

久保田　ツ　ヨ 小 林 恭 子 坂　岡　美和子 佐々木　則　子 佐々木　八重子

佐 藤 雅 子 角 　 榮 子 瀬 川 ノ リ 髙 松 朝 子 髙 松 礼 子

武 内 弘 子 田 中 と わ 中 野 つ せ 中 野 ナ ミ 浪 岡 宏 子

廣 瀬 テ ツ 本 間 洋 子 前　田　ナミエ 松 橋 信 子 向中野　玲　子

武 藤 一 子 山 田 妙 子 山　田　知津子 山　本　シン子 吉 田 テ ル

米 田 郁 子 類 家 ト キ 藤 田 ユ キ
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７
月
13
日
（
木
）
～
14
日
（
金
）
、
福
島
県
郡
山
市

熱
海
町
「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
全
体
は

４
６
６
名
）

　

１
日
目
は
、
「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

と
題
し
て
、
河
野
敦
子
全
老
連
参
事
よ
り
基
調
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

　

①
高
齢
者
を
取
り
巻
く
情
勢

　

②
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案

　

③
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用

　

④
よ
り
よ
い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
に

と
の
事
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本
的
な
活
動
を
再
確
認
し
、

よ
り
よ
い
活
動
に
つ
な
げ
る
事
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
講
話
「
大
往
生
し
た
け
り
ゃ
～
や
れ
る
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
～
」
と
題
し
て
、
快
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

研
究
所�

所
長�

吉
井　

雅
彦
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
）
よ

り
講
話
・
実
技
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
活
動
発
表
と
し
て
、
岩
手
県
久
慈
市
老
連

侍
浜
松
寿
会
、
山
形
県
米
沢
市
老
連
万
世
地
区
老
連
、
仙

台
市
太
白
区
老
連
八
木
山
地
区
八
興
ク
ラ
ブ
の
３
名
か
ら

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
毎
月

の
活
動
や
会
員
が
楽
し
ん
で
い
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
終
了
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
山
形
県
で
開
催
予
定
で
す
。

平
成
29
年
度

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

平
成
29
年
度
全
老
連
の
主
な
行
事

（
４
月
～
８
月
）

本県参加者研修会風景

初
め
て
参
加
し
て

杉
本
　
達
雄（
八
戸
市
老
連
理
事
）

　

初
め
て
研
修
会
に
参
加
し
、
参
加
者
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
刺
激
を
受
け
た
の
は
、
参
加
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
意
識
が
高
か
っ
た
事
で
す
。
活
力
あ
る
高
齢
者

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
で
ど

う
や
っ
た
ら
魅
力
あ
る
活
動
に
な
る
か
、
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
て

い
る
一
人
一
人
が
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
会
員
の
皆
さ
ん
も
全
員
こ
の
よ
う
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
目
の
基
調
報
告
で
「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展

に
向
け
て
」
の
話
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・

行
動
提
案
を
考
え
る
と
あ
り
、
も
う
一
度
認
識
理
解
し
、

皆
で
考
え
楽
し
く
魅
力
あ
る
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
会
員
増
強
運

動
を
推
進
中
で
す
が
、
増
員
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
今
い
る
会
員
の
皆
様
の
参
加
が
多
く
な
る
よ

う
に
し
な
が
ら
、
会
員
増
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
県
参
加
者
と
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
の
自
己
紹

介
や
活
動
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
友
好
を
深
め
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
へ
の
参
考
と
な
り
、
た
い
へ

ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
是
非
来
年
は
、
本
県
か
ら
も

多
く
の
方
々
が
参
加
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
盛
り
上

げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私
は
、
昭
和
11
年
の
元
旦
生
ま
れ
で
、
幼
少
期
以
来
、

誕
生
日
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
ま
れ
は
、
東
津
軽
郡
奥
内
村
飛
鳥
で
、
酒
・
煙

草
・
塩
な
ど
の
雑
貨
を
販
売
す
る
小
売
店
（
斎
藤
与
太

店
）
の
家
に
育
ち
ま
し
た
。
父
は
大
工
の
職
人
で
、
駅

舎
な
ど
の
公
共
施
設
や
住
宅
の
建
築
の
た
め
、
満
州
に

渡
っ
て
お
り
、
祖
母
と
母
と
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
小

学
校
３
年
生
の
頃
に
は
店
を
閉
め
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
、
み
か
ん
を
入
れ
る
網
袋

を
作
り
、
青
森
駅
の
ホ
ー
ム
で
販
売
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
家
計
を
少
し
で
も
楽
に
す
る
た
め
に
、

親
戚
所
有
の
杉
林
へ
行
っ
て
、
枝
打
ち
し
た
枝
を
集
め
、

そ
の
枝
を
背
負
っ
て
自
宅
ま
で
運
ぶ
こ
と
も
し
ま
し
た
。

（
二
宮
金
次
郎
と
そ
っ
く
り
で
す
ね
。
）

　

終
戦
に
な
っ
て
２
年
過
ぎ
た
中
学
２
年
生
の
頃
、
父

が
満
州
か
ら
帰
国
し
て
い
ま
す
。
満
州
で
終
戦
を
迎
え
、

ソ
連
軍
に
連
行
さ
れ
解
放
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
栄

養
失
調
で
体
が
浮む

く腫
ん
で
い
ま
し
た
。
仕
事
が
で
き
ず

回
復
す
る
ま
で
に
、
数
か
月
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
（
市
立
青
森
一
高
）
時
代
は
、
総
合
成
績
は

良
い
の
で
す
が
、
体
育
が
苦
手
で
し
た
。
特
に
走
る
の

が
不
得
意
で
、
全
校
生
徒
に
よ
る
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

（
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
は
、
最
下
位
と
い
う
具
合
で

す
。
あ
ま
り
に
遅
く
て
ゴ
ー
ル
係
が
誰
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
教
務
主
任
の
清
水
先
生
（
県
立
青
森
工
業
高
校

の
校
長
で
退
職
・
故
人
）
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
先
生
の
自
転
車
の
荷
台
に
乗
っ
て
、
学
校
へ

帰
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ
た
だ
感
謝
の
み

で
す
。
大
学
に
進
学
す
る
だ
け
の
経
済
的
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
29
年
９
月
に
は
、
へ
き
地
に
行
く
先
生
が
不
足

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
上
北
郡
横
浜
小
学
校
の
臨

時
助
教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
に
せ
１
年

６
か
月
間
と
い
う
期
限
付
き
で
す
。
身
分
が
不
安
定
で

す
の
で
、
改
め
て
教
諭
に
な
る
た
め
の
へ
き
地
教
員
養

成
学
校
の
試
験
を
十
和
田
市
で
受
け
ま
し
た
。
合
格

は
し
ま
し
た
が
、
研
修
先
は
八
戸
市
の
小
学
校
で
し
た
。

青
森
市
内
の
小
学
校
で
の
研
修
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、

不
採
用
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青
森
市

東
青
教
育
事
務
所
の
係
員
に
お
願
い
を
し
、
運
よ
く
青

森
市
（
古
川
小
学
校
）
に
欠
員
が
生
じ
た
の
で
、
一
年

間
研
修
に
励
み
、
青
森
県
へ
き
地
教
員
養
成
学
校
を
卒

業
で
き
ま
し
た
。
あ
と
は
４
月
の
教
員
異
動
採
用
発
表

の
新
聞
を
見
る
の
を
待
つ
の
み
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

私
の
名
前
が
紙
面
に
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
青
森
市
東
青

教
育
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
健
康
診
断
の

結
果
が
悪
い
の
で
採
用
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

判
定
が
慢
性
腎
臓
炎
で
あ
り
「
Ｄ
判
定
」
と
の
こ
と
で

す
。
判
定
が
Ｃ
以
上
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）
で
な
け
れ
ば
採

用
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
知
人

で
あ
る
青
森
県
立
病
院
の
副
医
院
長
に
懇
願
し
て
再
検

査
を
し
て
も
ら
い
、
ど
う
や
ら
こ
う
や
ら
Ｃ
の
判
定
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
東
津
軽
郡
の
三
厩
小
学
校
に
教
諭

と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
の
人
生
で
一
番
の
思
い
出
は
、
36
年
前
の
Ｍ
和
尚

の
講
話
で
す
。
そ
の
内
容
は
「
無
財
の
七な
な
せ施
」
（
お
金

の
か
か
ら
な
い
七
つ
の
気
配
り
の
こ
と
）
で
す
。

一
、眼が

ん
ぜ世
の
施
ほ
ど
こ
し（
キ
ラ
キ
ラ
し
た
眼
で
の
気
配
り
）

二
、顔げ
ん
ぜ世
の
施
ほ
ど
こ
し（
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
笑
顔
で
の
気
配
り
）

三
、言ご
ん
ぜ世
の
施
ほ
ど
こ
し（
言
葉
使
い
の
気
配
り
）

四
、身し
ん
ぜ世
の
施
ほ
ど
こ
し（
身
だ
し
な
み
を
正
し
く
す
る
気
配
り
）

五
、心し
ん
ぜ世
の
施
ほ
ど
こ
し（
相
手
に
接
す
る
た
め
の
心
の
気
配
り
）

六
、房ぼ
う
ざ
ぜ

座
世
の
施
ほ
ど
こ
し（
家
の
回
り
を
き
れ
い
に
す
る
気
配
り
）

七
、床し
ょ
う
ざ
ぜ

座
世
の
施
ほ
ど
こ
し（
地
域
を
き
れ
い
に
す
る
気
配
り
）

　

私
の
趣
味
や
人
生
観
は
、
絵
を
描
く
、
ス
キ
ー
を
滑

る
、
演
歌
を
聴
く
、
少
し
の
奉
仕
活
動
を
す
る
、
読
書

を
す
る
、
家
族
の
手
伝
い
を
す
る
、
心
を
穏
や
か
に

し
て
テ
レ
ビ
を
観
る
、
そ
し
て
疲
れ
た
ら
休
む
で
す
。

「
無
財
の
七
施
」
が
根
底
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
　
齋
藤
　
昇
一

（
青
森
市
老
連
会
長
）

波
乱
万
丈
の
先
は
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５
つ
の
部
会
を
中
心
に
会
員
増
強
運
動

青
森
市
浪
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会　
長　
天
内　
勇

ク
ラ
ブ
数　
26
ク
ラ
ブ
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

会
員
数　
８
２
８
名
（　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
）

高
齢
化
率　
３
１
．
１
％
（
平
成
29
年
６
月
現
在
）

【
地
域
の
概
要
】

　

青
森
県
の
西
部
、
津
軽
地
方
で
、
２
０
０
５
年

４
月
１
日
に
青
森
市
と
合
併
し
ま
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
は
地
区
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
地
理
的
に

は
、
津
軽
平
野
の
中
東
部
に
位
置
し
、
南
津
軽
郡
の

北
端
。
西
南
部
へ
向
け
平
野
が
開
け
、
北
部
は
津
軽

山
地
の
南
端
、
東
部
は
奥
羽
山
脈
と
な
り
ま
す
。
地

区
の
真
ん
中
を
岩
木
川
水
系
の
浪
岡
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
米
、
り
ん
ご
を
基
幹
と
す
る
第
一
次
産
業
が

盛
ん
で
す
。
北
部
の
大
釈
迦
地
区
に
は
工
業
団
地
が

あ
り
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
や
か
ね
さ
（
味
噌
）
の
工
場

が
あ
り
ま
す
。
特
産
品
は
り
ん
ご
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
、
本
郷
ダ
ル
マ
凧
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
梵

珠
百
水
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
会
は
昭
和
40
年
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
全

国
３
大
運
動
「
健
康
」
「
友
愛
」
「
奉
仕
」
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
活
動
し
、
平
成
14
年
に
48
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
２
，
５
８
４
名
に
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
々
と
ク
ラ
ブ
数
と
も
に
会
員
数
も
減

り
、
時
代
の
変
遷
や
会
員
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
現
在
は
５
つ
の
部
会
を
中
心
に
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

５
つ
の
部
会

・
芸
能
部　

・
女
性
部　

・
ト
ラ
ン
プ
部

・
交
通
部　

・
体
育
部　

［
芸
能
部
］

会
員
の
生
き
が
い
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
～
各
回
20
名

［
女
性
部
］

女
性
部
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
事
業
と
し
て
作
品
展
を
実
施

し
て
い
ま
す
。　
　
　

�　

平
成
５
年
～
各
回
10
名

［
ト
ラ
ン
プ
部
］

会
員
の
趣
味
、
娯
楽
と
し
て
毎
月
一
回
ト
ラ
ン
プ

大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
～
各
回
10
名

市
町
村
老
連
だ
よ
り

浪岡地区

芸能部会「定例会」

高齢者生きがい作品展
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［
交
通
部
］

地
域
の
見
守
り
活
動
と
し
て
、
朝
の
登
校
時
間

に
、
小
・
中
学
生
の
登
校
指
導
や
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
62
年
～

［
体
育
部
］

会
員
の
健
康
づ
く
り
と
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

連
帯
感
の
高
揚
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会昭

和
46
年
～
３
２
０
名

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
21
年
～
82
名

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
時
に
は
、

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ご
み
拾
い
と
称
し
て
、
浪
岡

浅
井
緑
道
公
園
と
周
辺
の
清
掃
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
寿
福
祉
の
集
い
、
浪
岡
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
等
研
修
会
や
会
員
増
強
運
動

の
一
環
で
の
生
き
が
い
交
流
研
修
会
の
開
催
な

ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
増
強
運
動
で
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が

未
加
入
者
に
声
か
け
し
、
事
業
に
参
加
し
、
そ

の
後
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
28
年
度
は

10
名
の
増
と
な
り
、
今
後
も
地
道
に
勧
誘
を
つ

づ
け
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
地
域
福
祉
の
向

上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

グラウンド・ゴルフ大会

生きがい交流研修会

シルバースポーツ大会

見守り活動シルバースポーツ大会

入会希望者は青森市浪岡地区老人クラブ連合会まで
☎０１７２－６２－９０１１

（11）	 青　森　県　老　連	 第 145 号



会
員
が
主
役

　
横
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会　
長　
中
岫　
良
次

ク
ラ
ブ
数　
９
ク
ラ
ブ
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

会
員
数　
２
６
４
名
（　
　
　
　
〃　
　
　
　
　
）

高
齢
化
率　
３
５
．
５
１
％
（
平
成
29
年
２
月
１
日
現
在
）

【
地
域
の
概
要
】

　

横
浜
町
は
、
下
北
半
島
の
中
間
部
に
位
置
し
、

西
を
陸
奥
湾
に
東
を
吹
越
烏
帽
子
、
金
津
山
等
の

山
岳
地
帯
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

　

農
業
と
漁
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
、
菜
の
花
は

本
州
一
の
作
付
け
面
積
を
誇
り
、
春
に
は
辺
り
一

面
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

横
浜
ナ
マ
コ
は
、
町
の
魚
に
指
定
さ
れ
、
他
の

地
域
で
獲
れ
る
ナ
マ
コ
よ
り
も
や
わ
ら
か
く
食

感
も
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
菜
の
花
や
横
浜

ナ
マ
コ
に
関
し
て
の
様
々
な
加
工
食
品
や
商
品

作
り
に
取
り
組
み
、
横
浜
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確

立
し
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
の
北
限
と
さ
れ
、
毎

年
７
月
に
は
ホ
タ
ル
＆
湧
き
水
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
導
入
、
建
設
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
現
在
、
合
計
８
基
の
風

車
が
稼
働
し
、
新
た
な
観
光
資
源
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
み
ん
な
で
健
康
な

　
　
　
　
こ
こ
ろ
と
体
を
つ
く
ろ
う
」

　

当
会
は
、
昭
和
45
年
８
月
に
結
成
し
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
通
り
、
健
康
づ
く
り
活
動
に

力
を
入
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

（
ボ
ー
リ
ン
グ
）
な
ど
実
施
し
、
会
員
の
健
康
保

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
事
業
と
し
て
、
芸
能
発
表
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

供
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
世
代
交
流
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
の
単
位
ク
ラ

ブ
で
は
、
社
会
奉
仕
活
動
で
公
園
や
道
路
沿
い
の

清
掃
活
動
・
美
化
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会

員
が
主
役
に
な
り
、
自
主
的
に
活
動
で
き
、
会
員

の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

グラウンド・ゴルフ大会 スポーツ大会

横浜町
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「
会
員
増
強
運
動
」

　

県
老
連
で
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
の
５
年
間
、
実
施
し
て
い
る
１
万
人
会

員
増
強
運
動
で
当
会
で
も
同
じ
く
会
員
増
強

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
年
間
で
10
名

の
会
員
増
と
な
り
ま
し
た
。
増
え
た
要
因
と

し
て
は
、
役
員
、
会
員
に
よ
る
声
掛
け
運
動

が
一
番
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
地
区
別
で

の
日
帰
り
研
修
バ
ス
旅
行
を
実
施
。
ク
ラ
ブ

未
加
入
者
に
声
を
掛
け
、
参
加
し
て
も
ら
い
、

そ
の
後
加
入
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

交
通
安
全
運
動
と
し
て
、
全
会
員
に
反
射
材

手
袋
や
た
す
き
を
配
布
す
る
な
ど
、
会
員
に

な
っ
て
の
お
得
感
も
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
道
な
努
力
が
良
い
成
果
を
産
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
、
30
年
度
と
あ
と
２
年
の
運
動

期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
を
維
持
し
つ
つ
、

会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高齢者芸能発表会

ボーリング大会終了後の懇親会

世代交流会

軽スポーツ「ボーリング大会」

入会希望者は横浜町老人クラブ連合会まで
☎０１７５－７８－２０６７
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私
は
大
正
13
年
11
月
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
袰
月
（
旧

一
本
木
村
）
の
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
青
年
学

校
（
軍
事
教
練
を
施
す
教
育
学
校
）
で
学
ん
だ
こ
と
を

想
い
出
し
ま
す
。

　

時
代
は
、
昭
和
12
年
の
日
中
戦
争
を
皮
切
り
に
、
16

年
の
太
平
洋
戦
争
に
至
る
ま
で
、
真
に
軍
事
一
色
の
世

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
私
は
、
家
業
で
あ
る
漁
業
に
勤
し
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
昭
和
15
年
、
甲
種
合
格
現
役
兵
と
し
て
、

東
京
の
中
島
飛
行
場
で
航
空
機
製
作
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
故
郷
を
離
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
19
年
弘
前
歩
兵
連
隊
に
入
隊
、
満
州
派

遣
軍
と
し
て
博
多
港
を
出
航
し
ま
し
た
。
昭
和
20
年
２

月
、
中
島
飛
行
場
勤
務
実
績
に
よ
り
ハ
ル
ピ
ン
派
遣
と

な
り
、
飛
行
場
に
て
航
空
機
製
作
を
担
い
ま
し
た
。
そ

の
後
シ
ベ
リ
ア
（
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
収
容
所
に

入
所
）
へ
抑
留
さ
れ
、
木
材
伐
採
や
水
道
工
事
な
ど
に

強
制
的
に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
収
容
者
約
１
，

０
０
０
名
中
、
多
数
の
方
が
栄
養
失
調
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　

よ
う
や
く
昭
和
22
年
に
永
禄
丸
に
て
舞
鶴
に
上
陸
、

懐
か
し
の
故
郷
へ
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
帰
省

後
、
一
男
四
女
と
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
今
は
妻
と
２
人

余
生
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

仕
事
は
、
80
歳
に
な
る
ま
で
動
力
船
で
イ
カ
漁
や
サ

メ
漁
な
ど
で
漁
場
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
小
船
を
用
意
し
、
近
海
の
昆
布
や
ワ
カ
メ
、

ウ
ニ
を
採
り
、
体
調
を
見
な
が
ら
で
す
が
現
役
で
漁
に

出
て
お
り
ま
す
。

　

若
い
頃
に
は
地
区
の
総
代
を
８
年
、
漁
協
の
理
事
、

監
事
な
ど
も
18
年
務
め
地
区
に
僅
か
ば
か
り
で
す
が
尽

力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
か
ら
は
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
の
重
責
を
担
い
、
６
年
間
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
当
時
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
も
他
ク
ラ
ブ
同
様

会
員
の
減
少
に
苦
し
み
、
地
区
の
一
軒
一
軒
を
、
「
会

員
募
集
」
で
お
願
い
に
廻
っ
た
こ
と
は
未
だ
に
記
憶
に

新
し
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
幸
い
な

こ
と
に
今
ま
で
大

き
な
病
気
や
怪
我

も
無
く
こ
れ
ま
で

生
活
し
て
こ
ら
れ

た
の
が
私
の
自
慢

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健

康
に
十
分
配
慮
し

て
、
妻
と
２
人
、
そ

し
て
海
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

生
涯
現
役　

我
が
人
生

１
分
の
詰
碁

　

黒
番�

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

　
　
　
　

★
手
筋
の
効
果

（
解
答
は
16
ペ
ー
ジ
）

の
び
の
び
詰
将
棋

　
　
　
　

第
15
回
【
選
題
】
本
田　

伸

【
ヒ
ン
ト
】
明
き
王
手
、
両
王
手

（
解
答
は
16
ペ
ー
ジ
）

金
銀
桂

歩

歩香

角 玉
桂銀 香

蝦
名
　
豊
一
　
満
92
歳

（
今
別
町
砂
ケ
森
協
和
　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
）
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お 

知 

ら 

せ

〇
第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

日
時　

平
成
29
年
10
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

～
19
日
（
木
）

　

場
所　

京
都
府
京
都
市

　

内
容　

１
日
目　
活
動
交
流
部
会
（
３
部
会
）

　
　
　
　

２
日
目　

講
演
、
式
典

（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
授
与
式
）

（
全
老
連
会
長
表
彰
授
与
式
）

〇
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
大
会

　

日
時　

平
成
29
年
９
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

場
所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

　

内
容　

青
森
県
知
事
表
彰
授
与
式

　
　
　
　

青
森
県
老
連
会
長
表
彰
授
与
式

　
　
　
　

芸
能
発
表
大
会
・
抽
選
会

　
　
　
　

特
別
出
演　

津
軽
三
味
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
士
豊
勝
流
民
謡
三
絃

　
　
　
　
　
　
　

家　

元　

福
士　

豊
勝 

氏

　
　
　
　
　
　
　

総
師
範　

福
士　

豊
加 

氏

　
　
　
　
　
　
　

第
61
代
青
森
県
民
謡
王
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
士　

万
喜
子 

氏

〇
高
齢
者
相
互
支
援
推
進
研
修
会

　

日
時　

平
成
29
年
11
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

　

場
所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

　
　
　
　

５
階　

大
会
議
室

　

内
容　

講
演
「
う
た
ご
え
喫
茶　

　
　
　
　
　

～
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
生
演
奏
で

　
　
　
　
　
　
　

懐
か
し
の
歌
を
一
緒
に
～
」

　
　
　
　

講
師　

う
た
ご
え
便
よ
り
み
ち

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

石
澤　

佳
子　

氏

　
　
　
　

落
語
「
落
語
を
聞
い
て
元
気
に
な
ろ
う
」

　
　
　
　

演
者　

山や
ま
の
や

ノ
家　

火か
し
ょ
う傷

　
　

参
加
費　

無
料

〇
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
バ
ー
と

　
の
ぼ
り
旗
の
貸
し
出
し

　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
る
た

め
、
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
と
の
ぼ
り

旗
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
公

園
や
公
民
館
等
の
公
共
施
設
の
清
掃
、

花
植
え
運
動
や
、
子
ど
も
の
登
下
校
見

守
り
活
動
等
で
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
、

活
動
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
た
と
大
変
好

評
で
し
た
。
今
年
度
も
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
Ｐ
Ｒ
と
新
規
加
入
者
の
た
め
に
是

非
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
貸
出
し
希
望
の
方
は
所
属
の
市
町
村
老

連
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

サイズ Ｓ Ｍ Ｆ（Ｌ） ２Ｌ
着丈 64 66 68 71
身巾 52 57 62 65
裄丈 78 82.5 87 91.5

まえうしろ
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左：佐藤次長　右：西澤常務

写真提供：大間町老連「奥
おこっぺ

戸地区老人クラブ」
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農
林
中
央
金
庫
青
森
支
店
様
か
ら

「
花
の
種
３
０
０
０
袋
」寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
３
月
２
日
（
木
）
、
農
林
中
央
金
庫
青
森
支
店
様
（
伝
達
者�

佐
藤

次
長
）
か
ら
、
サ
ル
ビ
ア
、
な
で
し
こ
、
朝
顔
等
の
花
の
種
３
０
０
０
袋
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
で
は
、
昭
和
53
年
か
ら
毎
年
寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
。
全
国
運
動

「
花
の
あ
る
ま
ち
、
ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
す
す
め
る
運
動
の
一
環
と

し
て
、
各
市
町
村
老
連
を
通
し
、
単
位
ク
ラ
ブ
へ
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
連
合
会
と
し
て
も
、
農
林
中
央
金
庫
青
森
支
店
様
の
ご
厚
意
を
あ
り
が
た

く
受
け
、
地
域
の
美
化
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

の
び
の
び
詰
将
棋

第
15
回
【
選
題
】
本
田　

伸

【
解
答
】

３
二
金　

１
二
玉　

２
四
桂　

同　

歩

２
三
銀　

同　

玉　

３
三
金　

１
二
玉

２
三
角
成　
　
　
　
　

ま
で　

９
手
詰

【
解
説
】

　

初
手
の
金
打
で
行
き
所
が
な
く
な
っ

た
狭
い
玉
に
、
わ
ざ
わ
ざ
逃
げ
道
を
与

え
て
や
る
よ
う
な
２
四
桂
が
、
急
所
の

一
手
。
銀
捨
て
か
ら
角
筋
を
通
す
手
が

見
え
れ
ば
解
決
で
す
。
主
役
の
コ
マ
は

４
一
の
角
で
し
た
。
最
後
は
金
寄
り
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

５
手
目
に
２
二
金
と
捨
て
る
筋
は
、

同
銀
と
応
じ
ら
れ
て
失
敗
で
す
。

一
分
の
詰
碁（週

刊
「
碁
」
提
供
）

【
解
答
】

　

黒
１
の
コ
ス
ミ
ツ
ケ
か
ら
い
く
の
が

手
筋
で
、白
は
逃
げ
場
が
な
い
。白
２
か

ら
４
と
ア
テ
て
も
、黒
５
ま
で
ウ
ツ
テ

ガ
エ
シ
に
な
る
。

みんなで歌う愛唱歌集 ●Ｂ６判（横）
●全200ページ
●定価 700円

会員の方々の熱い要望にお応えして、
最新版歌集発行！

●会員の皆様からのリクエスト曲161曲を掲載。
●歌にゆかりの風景などを紹介した「ふるさと探
訪」、郷土の歌を集めた「ふるさとを歌う」

特色

など、楽しいコー
ナーが満載です。

●流行歌史と世相を辿
る、年表「私と歌と
青春と～昭和を振り
返る」を掲載。ご自
身の歴史を書き込む
ことができます。

仲間と共に、地域と共に輝いて
会員章を胸に活動の輪を広げて

老人クラブ会員章
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青 森 県 警 察 

老人クラブ会員向けに3つの保険で安心補償
自分がケガをした時の保険です。
傷害保険 24時間型傷害保険 24時間型

賠償責任保険賠償責任保険

1

3

傷害保険 活動型傷害保険 活動型2

対　　象 : 老人クラブ会員に限ります。年齢制限はなく、いつでも加入できます。（1人1口加入）

補償範囲 : 「24時間型（掛金3タイプ）」と「活動型（掛金3タイプ）」
掛 金 : 

補償内容 ：

保険期間 ： 掛金払込み日の翌月1日から1年間

死亡・後遺障害保険金（後遺障害保険金はクラブ活動中のみ）／入院保険金／
手術保険金／通院保険金

〈　24時間型〉 お一人掛金年額 10,000円、5,000円、3,500円
〈　活動型〉 お一人掛金年額 2,000円、1,000円、500円

1

2

ただし、加入手続きは所属老人クラブの保険担当者が取りまとめる団体傷害保険です。

〈病気および他人に与えたケガは対象外です。〉

〒100-8822  東京都千代田区霞が関3丁目 6-14 三久ビル1階102号

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8769
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社

TEL.03-3597-8770  FAX.03-3597-8767

他人の物を壊したり、ケガをさせた時の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉

※この広告は「老人クラブ団体傷害保険 総合生活保険（傷害補償）」の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっ
ては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点がある場合には、代理店までお問い合わせください。

① 対　　象：
③ 掛　　金：

老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

② 保険期間：
④ 補　　償：

毎年10月から1年間
支払限度額1億円

17-T00982　平成29年4月作成 4
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〒030-0812 青森市堤町1-1-23　TEL.017-775-4141（代）
http://hotelaomori.co.jp

おかげさまで、
ホテル青森創業50周年

検索ホテル青森

 

老人クラブ活動の推進では、青森県共同募金会に大変お世話になっています。 

会員一同募金活動に協力しましょう。 

赤い羽根共同募金 
社会福祉法人 

    青森県共同募金会 

http://akaihane-aomori.or.jp/ 

  
赤い羽根 青森 検索 
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お気軽にご相談ください！
●日替わり弁当
●各種お弁当
●会議用弁当
●パーティーや宴会用皿盛

さゝ り仕出し店
青森市本町５丁目１-24

☎017-734-5002

大人気！
「あの」卵焼き

入り！

60名まで可能な宴会場あります

・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　４０台～５０台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711

平成24年 1月、青森市旭町1丁目に葬儀会館オープン

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々５０００円コース（４５００００円）
月々３０００円コース（２７００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）
◎ゆうネットセレモニーホールが会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）126000円→（会員）84000円
　例　サブホール　２日（非会員） 84000円→（会員）52500円
　例　サイレントルーム（安置施設）１日（非会員）37800円→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （会員）25200円
◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります
◎お供物（生花・盛篭）が、いつでも10％割引となります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

中三様●

井上咽喉耳鼻科様●
工藤内科医院様●
旭町通り

マエダストア様●

古川小● ●デイリーマート様

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

●マルカワ渋川せんべい様

青森中央大橋

●みちのく銀行様

●青森金沢局様〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎
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相続・遺言
♦相続・遺言のセミナー・勉強会の開催
♦相続手続きの方法が分からない。
♦遺言の作り方を知りたい。
※県内どこでもお伺いします。

お申込み・お問い合わせは・・・・・・

相続あすなろ相談室
嶋津行政書士事務所

〒０３０－０９１８

青森県青森市けやき１－１１－２２

☎０１７－７５２－１０３４

お気軽に
何でも

ご相談ください
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ご購入後すぐに使えます

クーポンを分けて使えます

おつりもお返しいたします

クーポンのメリット

1 少額から使えて
使用期限も無いので安心

※クーポンと現金（又はタクシーチケット）を併用できます

※タクシークーポン券と現金のお引き換え、両替はできません

2 クーポン券ご利用の場合でも
現金でおつりをお返しいたします

青森タクシー

青森タクシー
本社 十和田営業所
青森市大字新町野字幾田２－２８

TEL 017-738-6000
十和田市東二十一番町１５－８

TEL 0176-23-5155

初 乗 り

４９０円

往復割引適用

４４０円

障害者割引適用

３９０円

TEL 017-738-6000
ナ ミ ワ ム セ ン

（21）	 青　森　県　老　連	 第 145 号



印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理

青森県内全域無料送迎いたします!!
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 こんなお悩みありませんか？ 
     チェックしてみてください。 

 
□テレビの音量が大きいと言われる 
□玄関のﾁｬｲﾑの音が聞こえづらい。 
□電話に出ても聞きづらい 

□呼びかけられてもよくわからない。 

http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:00）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。
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